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1．就労場⾯鱬必要鱯⽇本語能⼒鱳⽬標設定鲼鱅鳣鱭鱴

⽇本国内鱳企業等鱰鱏鱉鱫、企業鱳⽅鱑外国⼈従業員鱭鲫鳗鳝鳃鲩鱅
鲯鳟鳫鲗図鲏鱯鱑鲎、就労場⾯鱰必要鱯⽇本語能⼒鱳育成（達成）⽬
標鲗相互鱰設定・共有鱜鱤鲏、相互鱰確認鱜鱤鲏、時鱰鱴評価鱞鲐鱳
鱰活⽤鱬鱒鲐鲇鱳鱬鱞。

（p.7）
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l 対象者：企業鱭外国⼈従業員、鳇鳥鱅鳧鱅鲧鱭外国⼈求職者、鲥鳛鳢鲚鲳鳫鲷鱅鱭留学⽣鱯鱮



鲼鱅鳣鱳構成
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（１）就労 Can�do鳢鲱鳀（鲆鲉鱞）
l 就労場⾯鱰鱏鱉鱫⽇本語鲗使鱨鱫鱬鱒鲐鱘鱭（⾔語活動）鲗「〜鱞鲐
鱘鱭鱑鱬鱒鲐」鱭鱉鱋表現鱬⽰鱜鱤⽂鲗「就労 Can�do」鱭鱉鱋

l ７鱩鱳⾔語活動（聞鱔、読鲅、話鱞（鲉鲏鱭鲏）、話鱞（発表・報
告）、書鱔鱘鱭、鲢鳫鳡鲜鳫、仲介（橋渡鱜）鱙鱭鱰、7鱩鱳鳤鳑鳣
（A1、A2.1、A2.2、B1.1、B1.2、B2.1、B2.2）鱳Can�do鲗鳢鲱鳀
鱭鱜鱫提供

（２）就労場⾯鱰鱏鱖鲐⽇本語能⼒：参照表
l 「就労 Can�do鳢鲱鳀（鲆鲉鱞）」鱳49項⽬鲗⼀覧表鱬⽰鱜鱤鲇鱳
l ⽇本語鲗使鱨鱫⾏鱋７鱩鱳⾔語活動鲗縦軸鱰鱜、７鱩鱳鳤鳑鳣鲗横軸
鱰表鱜鱤鲇鱳



 
本編 
就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツールについて 
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就労 Can do リスト（めやす） 
言語活動 レベル 就労 Can do 

聞くこと A1 
当人に向かって、非常にゆっくりと気をつけて発音されれā；あいさつ
や簡単な指示を理解することができる。 

聞くこと A2.1 
非常にゆっくりと話されれā；職場ÿ基本ルールや安全衛生（守らなく
てĀいけないこと）に関する語句や表現を理解することができる。 

聞くこと A2.2 
ゆっくりと話されれā；日々ÿ業務で行う決まった手続きや手順（日
課、ルーティン）ÿ語句や表現を理解することができる。 

聞くこと B1.1 
Āっきりとした標準的な日本語で話されれā；部署内でÿ作業指示や引
継ぎ事項など、日々ÿ話題ÿ短い説明を理解することができる。 

聞くこと B1.2 
Āっきりとした標準的な日本語で話されれā；社内ÿ仕事上ÿ話題につ
いて、簡単な事実関係ÿ情報を理解することができる。 

聞くこと B2.1 
標準的な日本語で話されれā；社内で行われる議論等で、担当領域ÿ議
論ÿ流れを理解することができる。 

聞くこと B2.2 
標準的な日本語で、特殊な慣用表現などが使われていなけれā；社長ス
ピーチ、社外講演会、顧客による説明などを理解することができる。自
社や競合他社ÿニュースを聞いて理解することができる。 

読むこと A1 

日常によくある短い簡単な表記であれā；イラストや写真などÿ視覚的
補助や、場面から推測して読むことができる。馴染みÿある固有名詞、
単語や基本的な表現を部分的に理解することができる。 
 
カタカナや漢字ÿ例：よく行く場所や施設名、出会った人ÿ名前、時間
（月日、時分、日中、夜間、曜日）など 

読むこと A2.1 

日常業務などÿ活動領域内でよく使われる語句で簡潔に書かれているも
ÿであれā；短い説明や掲示（指示、危険警告など）を理解することが
できる。 
 
カタカナや漢字ÿ例：業務に関連ÿある単語、頻繁に行う動作を表す言
葉など、限られたもÿで繰り返し目にするもÿ 

読むこと A2.2 
職場内で日常的に使われる言葉で書かれているもÿであれā；確認や注
文などÿ、短い一般的な様式ÿ文書等を理解することができる。 

読むこと B1.1 
簡潔に事実等に基づいて書かれているもÿであれā；担当領域や業務ÿ
範囲内ÿ、指示書や申し送り事項などĀ十分に理解することができる。 

読むこと B1.2 
業務上ÿ課題遂行ÿために、マニュアルや関連資料やメールなどにざっ
と目を通し、業務に必要な情報を収集することができる。 

読むこと B2.1 
担当領域ÿ文書や記事やメールを、独力でだいたい読み解くことができ
る（広汎な語彙力を持っているが、頻度ÿ低い慣用句にĀいくらか手こ
ずることもある）。 

読むこと B2.2 
専門領域ÿ書籍や論文等から、比較的長い文章を理解し、必要な情報や
論点を読み取ることができる。 

  

就労Can�do鱳構造
場所鲉関鲔鲐⼈： ⾔語活動鲗⾏鱋鱤鲆鱳条件； 対象鱭鱯鲐事物 ＋ ⾏動（鱬鱒鲐鱘鱭）

就労 Can�do鳢鲱鳀（鲆鲉鱞）「聞鱔鱘鱭」
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就労場⾯鱰鱏鱖鲐⽇本語能⼒：参照表
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本編 
就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツールについて 
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就労場面における日本語能力：参照表 

  

A1 A2.1 A2.2 B1.1 B1.2 B2.1 B2.2

聞
く
こ
と

当人に向かって、非常にゆっくりと気をつけ
て発音されれā；あいさつや簡単な指示を理
解することができる。

非常にゆっくりと話されれā；職場ÿ基本
ルールや安全衛生（守らなくてĀいけないこ
と）に関する語句や表現を理解することがで
きる。

ゆっくりと話されれā；日々ÿ業務で行う決
まった手続きや手順（日課、ルーティン）ÿ
語句や表現を理解することができる。

Āっきりとした標準的な日本語で話されれ
ā；部署内でÿ作業指示や引継ぎ事項など、
日々ÿ話題ÿ短い説明を理解することができ
る。

Āっきりとした標準的な日本語で話されれ
ā；社内ÿ仕事上ÿ話題について、簡単な事
実関係ÿ情報を理解することができる。

標準的な日本語で話されれā；社内で行われ
る議論等で、担当領域ÿ議論ÿ流れを理解す
ることができる。

標準的な日本語で、特殊な慣用表現などが使
われていなけれā；社長スピーチ、社外講演
会、顧客による説明などを理解することがで
きる。自社や競合他社ÿニュースを聞いて理
解することができる。

日常によくある短い簡単な表記であれā；イ
ラストや写真などÿ視覚的補助や、場面から
推測して読むことができる。馴染みÿある固
有名詞、単語や基本的な表現を部分的に理解
することができる。

日常業務などÿ活動領域内でよく使われる語
句で簡潔に書かれているもÿであれā；短い
説明や掲示（指示、危険警告など）を理解す
ることができる。

職場内で日常的に使われる言葉で書かれてい
るもÿであれā；確認や注文などÿ、短い一
般的な様式ÿ文書等を理解することができ
る。

簡潔に事実等に基づいて書かれているもÿで
あれā；担当領域や業務ÿ範囲内ÿ、指示書
や申し送り事項などĀ十分に理解することが
できる。

業務上ÿ課題遂行ÿために、マニュアルや関
連資料やメールなどにざっと目を通し、業務
に必要な情報を収集することができる。

担当領域ÿ文書や記事やメールを、独力でだ
いたい読み解くことができる（広汎な語彙力
を持っているが、頻度ÿ低い慣用句にĀいく
らか手こずることもある）。

専門領域ÿ書籍や論文等から、比較的長い文
章を理解し、必要な情報や論点を読み取るこ
とができる。

カタカナや漢字ÿ例：よく行く場所や施設
名、出会った人ÿ名前、時間（月日、時分、
日中、夜間、曜日）など

カタカナや漢字ÿ例：業務に関連ÿある単
語、頻繁に行う動作を表す言葉など、限られ
たもÿで繰り返し目にするもÿ

話
す
こ
と

（
や
り
と
り
）

職場内ÿいつも接している相手と：ゆっくり
とした繰り返し、言い換え、言い直しをしな
がらであれā；簡単なやりとり（あいさ
つ）、簡単な質疑応答（自己紹介や身近な話
題について）をすることができる。

職場内で：仕事上ÿ簡単な情報交換で済む日
常ÿ話題ならā；コミュニケーションをとる
ことができる（非常に短い社交的なやりとり
にĀ対応できるが、自分から率先して会話を
進められるほどÿ力Āない。）

社内ÿ関係部署ÿ人と：担当者間ミーティン
グ等ÿ短いやりとりで、ときどき上司や同僚
が助けてくれるならā；比較的容易に会話を
することができる。

社外ÿ人と：非常に典型的な日常ÿ話題なら
ā；自身ÿ考えや情報を交換し、質問に答え
ることができる。

社内外ÿ人と：仕事に関連ÿある身近な事柄
や一般的なニュースÿ話題ならā；個人的な
意見を表明したり、情報を交換したりするこ
とができる。

社内外ÿ人と：担当領域に関連したことであ
れā；解決すべき事柄について話し合いをす
ることができる。情報を交換したり、チェッ
クしたり、確認したりすることができる。

社内外ÿ人と：日本語話者を相手に、一般的
な事柄について、ストレスを感じさせること
なく、流暢に会話することができる。重要な
ことを強調したり根拠を示したりして、自分
ÿ考えをĀっきりと説明し、主張することが
できる。

社内外ÿ人と：担当領域から一般的なもÿま
で幅広い話題について、流暢に、正確に、そ
して効果的に言葉を用いて、言いたいことを
概þ表現できる。そÿ場にふさわしい丁寧さ
で、自然なコミュニケーションをとることが
できる。

話
す
こ
と

（
発
表
・
報
告
）

あらかじめ準備していれā；あいさつや自分
ÿ名前や所属などÿ簡単な情報を言うことが
できる。

職場環境や日課などÿ日々ÿ身近なことなら
ā；簡単な語句や文を並べて単純な発表・報
告をすることができる。

業務に直接関係ÿある事柄や物についてであ
れā；簡単な言葉や短い文を使って、説明す
ることができる。

説明すべき事柄を順序だてて、比較的流暢
に、簡単な発表や報告をすることができる。

聞き手が理解しやすいよう、要点を選んで話
すことができる。また、容易に推測できる質
問にĀ対応することができる。しかし、込み
入った質問に対応することができない。

担当領域に関連するテーマについて、多様な
選択肢ÿ利点や不利な点を示しながら、自身
ÿ主張を明確に説明することができる。ま
た、想定できる様々な質問にも対応すること
ができる。

専門領域に関連するテーマについて、要点を
適切に強調し、明確かつ体系的に展開でき、
流暢に発表・報告をすることができる。内容
ÿ補足など、事前準備ÿない展開にも対応す
ることができる。

書
く
こ
と

自分ÿ名前や所属などÿ基本的な事柄や、あ
いさつなどÿ定型表現ならā；平仮名といく
つかÿカタカナ、漢字を使って、書くことが
できる。

日常的な仕事中ÿ事柄ならā；平仮名やカタ
カナ、いくつかÿ漢字を使い短い文をつなげ
て、簡単なメモや、ごく簡単な文を書くこと
ができる。

日々ÿ業務など広く自身と関わりÿある事柄
ならā；必要な漢字を使って日誌や作業記録
を時系列で書くことができる。そÿ際に、順
序を示す接続詞（まず、次に、それから等）
や接続表現（ÿで、から、が等）を使ったり
して、簡単な文を書くことができる。

日々ÿ業務など広く自身と関わりÿある事柄
ならā；平仮名、カタカナ、漢字を使い分け
て、標準的な形式を模倣しながら、短い報告
文やメール文を書くことができる。

担当領域ÿ事柄についてならā；表記上ÿ
ルールに留意して、自身ÿ調べた情報や事実
を、意見を交えながら整理して報告すること
ができる。

担当領域に関する事柄ならā；詳細に書くこ
とができる。自身ÿ考えÿ根拠を示しながら
説明する文章を書くことができる。

専門領域に関する事柄ならā；伝えたい、あ
るいĀ主張したい重要な点と補足事項ÿバラ
ンスを適切に考慮し、読み手が理解しやすい
メール、レポート、プレゼン資料等を書くこ
とができる。

オ
ン
ラ
イ
ン

翻訳機能に頼りながらも、とても短い文で簡
単なメッセージや個人的なことをオンライン
に投稿することができる。（例：メッセージ
アプリで業務開始、遅刻や欠席ÿ連絡ができ
る）

翻訳機能に頼ることがあるが、ビジネス
チャット等で：日常ÿやりとりであれā；簡
単なやりとりを行うことができる（例：連絡
事項を確認して返信する）。

1対1ÿオンライン会議で：回答するÿに十分
な時間が与えてもらえれā；自分自身を紹介
し、簡単なやりとりを行い、質問をしたり、
予測可能な日常ÿトピックについてアイデア
を交換したりすることができる。

社内ÿ小グループÿオンライン会議で：視覚
的な補助や対話者ÿきめ細かい支援があれ
ā；やりとりに加わることができる。

プロジェクトチームÿオンライン会議で：参
加し、簡単な指示に従い、わからないことĀ
聞いて、担当業務を遂行することができる。

オンライン会議で：積極的に参加し、関心ÿ
あるトピックに関する意見があるときĀ、そ
ÿ場で会話に入り、ある程度述べることがで
きる。ただし、対話者が慣用表現や複雑な言
葉を避け、回答する時間を確保する必要があ
る。

オンライン会議で：積極的に参加し、同時に
チャットÿやりとりも見ながら状況・背景を
踏まえて、適切に対応することができる。

仲
介
（
橋
渡
し
）

該当なし 日常業務に関連する事柄で、（ゆっくりと）
明瞭に簡単な表現で示されていれā；自身よ
りも日本語が熟達していない同僚や相手に、
与えられた指示や案内（例：仕事ÿ手順変更
ÿお知らせ等）ÿ内容を、母語や相手にわか
る言葉で伝えることができる。

日常業務に関連する事柄で、短くて単純な文
章で書かれていれā；自身よりも日本語が熟
達していない同僚や相手に、張り紙や通知に
含まれる特定ÿ情報（例：安全手順、メール
等に記載されている会議ÿ場所や日付）を、
母語や相手にわかる言葉で伝えることができ
る。

明確でわかりやすく話されれā；自身よりも
日本語が熟達していない同僚や相手に、重要
な部分（例：作業手順）を母語や相手にわか
る言葉で伝えることができる。ただし、日本
語話者に対して、何度も聞き返したり、言い
直しを求めることがある。

日常業務に関連する事柄で、簡単で短い文書
や説明であれā；自身よりも日本語が熟達し
ていない同僚や相手に、そÿ情報を母語や相
手にわかる言葉で伝えることができる。

標準的な日本語でゆっくりと話してもらえれ
ā；自身よりも日本語が熟達していない同僚
や相手に、聞き返したり、長く考える時間を
とりながら、母語や相手にわかる言葉で伝え
ることができる。

担当領域に関連する事柄で、日常的で定型的
な文書（作業指示書・操作マニュアル等）で
あれā；自身よりも日本語が熟達していない
同僚や相手に、そÿ内容を母語や相手にわか
る言葉で伝えることができる。

想定しうる簡潔な内容（電話応対・口頭でÿ
業務指示等）ÿ事柄で、標準的な日本語で
Āっきりと話してもらえれā；自身よりも日
本語が熟達していない同僚や相手に、主な内
容を素早く、母語や相手にわかる言葉で伝え
ることができる。

担当領域に関する事柄で、簡潔にまとめられ
た文書（会議ÿ議事録等）であれā；自身よ
りも日本語が熟達していない同僚や相手に、
そÿまま正確に母語や相手にわかる言葉で伝
えることができる。

前もって準備していない少し複雑な話題で
あっても日本語話者が短く切って話してくれ
れā；自身よりも日本語が熟達していない同
僚や相手に、そÿ都度内容を的確に母語や相
手にわかる言葉で伝えることができる。

専門領域に関する事柄で、高度な内容ÿ文書
であってもわかりやすい構成であれā；自身
よりも日本語が熟達していない同僚や相手
に、内容を要約して母語や相手にわかる言葉
で伝えることができる。

日本語と母語で行われる会議において、双方
ÿ社会文化的な背景も時にĀ加味しながら、
二言語間ÿ通訳をすることができる。

読
む
こ
と縦軸

7鱩鱳
⾔語活動

横軸
7鱩鱳鳤鳑鳣

49項⽬鱳
就労Can�do



⾔語活動鱭鳤鳑鳣鱳設定鱰鱩鱉鱫 （p.18）

7

就労 Can�do鱳49項⽬鱴、７鱩鱳⾔語活動鱰鱩鱉鱫、鱢鲑鱣鲑７
鱩鱳鳤鳑鳣鱬構成鱚鲑鱫鱉鲃鱞。
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x 本ツールにおける言語活動とレベルの設定について： 就労 Can do の 49項目は、7 つの言語活
動11について、それぞれ７つのレベルで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 

 
x CEFR と本ツールのレベル 

CEFR A1 A2 B1 B2 C1 C2 

本ツール12 A1 A2.1 
A2.2 

B1.1 
B1.2 

B2.1 
B2.2 

なし なし 

表 1 

  

                                     
11 言語活動の名称について、就労場面での理解の助けにするために、本ツールでは、日本語教育の参照枠で「話すこと（発
表）」と示されているものを「話すこと（発表・報告）」とし、CEFR補遺版（本書 P4脚注 8参照）の「Mediation（仲
介）」を「仲介（橋渡し）」としている。 
12 レベル設定については、本書ｐ3開発の手順を参照のこと。 

言語活動 レベル 

聞くこと 

読むこと 

話すこと（やりとり） 

話すこと（発表・報告） 

書くこと 

オンライン 

仲介（橋渡し） 

A1 

A2.1 

A2.2 

B1.1 

B1.2 

B2.1 

B2.2 

C１ 

C2 

CEFR補遺版より、
就労場面のために
採用した言語活動 

 
本ツールのために 
付加したもの 

（脚注 11参照） 

熟
達
レ
ベ
ル 

基
礎
段
階 

自
立
レ
ベ
ル 

本
ツ
ー
ル
は

対
応
無
し 

 

レ
ベ
ル
を
細
分
化 

就労できる在留資格と、日本語レ
ベルを考慮して A１～B２を設定 

日本語教育の参照枠の５つに、就労場面において
期待が高い「オンライン」と「仲介」を加えました。 • 就労場⾯鱬鱳理解鱳助鱖鱰鱞鲐鱤

鲆鱰

CEFR鱳「話鱞鱘鱭（発表）」鲗
「話鱞鱘鱭（発表・報告）」

CEFR補遺版(2018）鱳
「Mediation（仲介）」鲗
「仲介（橋渡鱜）」鱭鱜鱫鱉鲐

（脚注11）



⾔語活動鱳説明 （pp.23-29）

• 聞鱔鱘鱭
• 読鲅鱘鱭
• 話鱞鱘鱭（鲉鲏鱭鲏）
• 話鱞鱘鱭（発表・報告）
• 書鱔鱘鱭
• 鲢鳫鳡鲜鳫
• 仲介（橋渡鱜）

• ⾔語活動鱰鱩鱉鱫
• 就労場⾯鱬鱳例
• 就労Can�do（⾔語能⼒記述⽂）鱳特徴
• 配慮鱞鲐鱘鱭
（相⼿鱳⽇本語話者鱑気鲗鱩鱖鲐鱘鱭）

8



 
本編 
就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツールについて 

 

  23 

（2）言語活動の説明 
x  就労場面における各言語活動の特徴について説明します。 

x 聞くこと 

o 言語活動について 
就労場面における「聞くこと」とは、音声（同僚、上司、顧客、利用者等の声や放送を通じて聞
こえる音）を受け止めて理解し、必要な処理をしたり行動したりできることです。 

o 就労場面での例 
指示や説明を聞くこと、事実情報や意見を聞くこと、議論を聞くこと、スピーチを聞くこと、業務に関
連するニュースを聞くこと、一般的なニュースを聞くこと、アナウンスを聞くこと等があります。 

o 就労 Can do（言語能力記述文）の特徴 
すべてのレべルで「理解することができる」で表されていることです。理解できることは、基礎段階で
は「あいさつや簡単な指示」、職場内や日々の業務で使われる「語句や表現」とあり、自立した言
語使用者の段階では「日々の話題の短い説明」「簡単な事実関係の情報」、さらに進むと担当
領域に関連する「議論の流れ」や社内外で聞く「スピーチ」「説明」「ニュース」など、レベルによって
変化します。 

o 配慮すること（相手の日本語話者が気をつけること） 
音が聞き取れるか、語彙そのものの意味や概念を知っているか、話している内容の背景知識があ
る（推測して補うことができる）か、などがあります。 

理解するにはまず、本⼈が音を聞き取れるということが大切です。相手の反応を見ながら、話す速
度や話し方を変えたり、やさしい日本語に言い換えたりして、相手が聞き取りやすいように調整す
ることができます。 

 
  

9



企業における本ツールの使⽤例
（これから外国⼈従業員を受け⼊れる職場） (p.55)

1.在留資格や従事できる業務、時間など、基本的な条件等について、受け⼊
れる職場(関わる⼈)全体で確認 する。
2.外国⼈従業員が従事する予定の職務を分析する
3.業務⽬的を達成するために、どのようなコミュニケーションが⽣じるか
4.そのコミュニケーションを⾏うときに、どのような⼈と関わることになる
のか
5.話せることは必要か、聞いたり読んだりして業務に必要な⾏動を起こせれ
ば⼗分か
6.ともに働くスタッフが配慮しなくてはならないことは何か(職場環境、⽂
化的配慮、従事する年限に合わせた短期 または中・⻑期の育成など)
1~6�を踏まえてツールを参照し、外国⼈従業員が⽬標とする⾔語活動とレ
ベルを参考にしながら、⾔語活動を⽀援 するために⽇本語話者の従業員が
配慮すべきポイントを確認する。

職務内容鱳整理、職務遂⾏鱰必要鱯⽇本語鲫鳗鳝鳃鲩鱅鲯鳟鳫鱳鳏鳥鳍鲙鲜鳢鳫鲨

10



企業における本ツールの使⽤例
（すでに雇⽤している職場） (p.54)

1. 指導者等:⽇本語の活動(7�つの活動)全体のうち、鱮鱳⾔語活動鱳使⽤頻度鱑
⾼鱉鱐、鱮鱳鳤鳑鳣鲃鱬鱬鱒鲐必要鱑鱇鲐鱐等鲗外観鱜、現場鱬優先順位鱳
⾼鱉⾔語活動鱭、実際鱰業務鲗遂⾏鱞鲐鱋鱍鱬必要鱯鳤鱾鳣を検討する。

2. 指導者等:必要な⾔語活動について、外国⼈従業員の実際の熟達度の位置(レベ
ル)を⾒てみる。

3. 外国⼈従業員と指導者等:従業員本⼈ができていると思うことや、思うように
できないことなどを、相互に考えて 共有する。

4. 外国⼈従業員と指導者等:仕事を⾏うために⽋かせない⾔語活動と⽬標レベル
を、本⼈と指導者等が⼀緒に確認する。

5. 指導者等:具体的な⾏動⽬標を設定し、OJT�または off‐JT�等の研修計画と
研修実施。

6. 指導者等による評価と、外国⼈従業員本⼈のふりかえり。
7. 改善計画と次回の⽬標設定。

⽬標鳤鳑鳣鱭実際鱳熟達度鱳差鲗確認鱜鱫⽬標設定鱜双⽅鱬共有、
研修鲗計画・実施、

達成度鲗評価鱜、再度⽬標設定鲗⾏鱉、学習鲗継続
11



2.「就労 Can�do�」鱳作成⼿順 (pp.20-21）

12
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5. 就労 Can do リスト（めやす）について 

o 就労 Can do13は、こうして生まれました。 

図 4 

 

step１．Can do取り出し 

CEFR と JF スタンダード14より、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと（やりとり）」、「話すこと（発
表）」、「書くこと」、CEFR補遺版15より「オンライン」と「仲介」の、７つの言語活動の Can do を取
り出しました。 

step２．Can doの分析と選定、そして就労場面用に記述文を調整 

取り出した Can do について、５つの観点（※）から分析を行いました。就労場面に適当と考えら
れる Can do を各言語活動から、７つのレベルで概ね１つずつ選定しました。そして、就労現場に想
定される場面設定で記述の調整を行い、就労 Can do案を作成しました。 

※レベル性（レベルの特徴がわかりやすく示されているか）、汎用性（業種・職種に限らず必要なものである
かどうか）、関連性（想定した利用者像の仕事内容に関連したものであるかどうか）、具体性（タスクが具
体的かどうか）、明瞭性（記述内容がわかりやすいかどうか） 

  

                                     
13 本ツールでは日本語教育の参照枠に倣い、「Can do」と表記します。「JF日本語教育スタンダード」（独立行政法⼈国
際交流基金）の「Can-do」、  「外国語教育における「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標設定に関する検討会議」
（文部科学省，2012）など、Can do にもいくつかの表記があります。 
14 [独立行政法⼈国際交流基金 日本語国際センター] https://jfstandard.jp/ 
15 [欧州評議会,2018] https://rm.coe.int/cefr-companion-volume-with-new-descriptors-

2018/1680787989 

step１．Can do
取り出し

step２．Can doの
分析と選定、そして
就労場面用に記述文
を調整

step３．企業調査
step４．就労Can
doの調整

• CEFR鱭JF鲱鲷鳫鲸鱅
鳁鲍鲏「聞鱔鱘鱭」
「読鲅鱘鱭」「話鱞鱘
鱭（鲉鲏鱭鲏）」「話
鱞鱘鱭（発表）」「書
鱔鱘鱭」

• CEFR補遺版鲍鲏「鲢
鳫鳡鲜鳫」鱭「仲介」

７鱩鱳⾔語活動鱳Can�do
鲗取鲏出鱜

• 取鲏出鱜鱤Can�do鲗５鱩
鱳観点鱐鲎分析

ü 鳤鳑鳣性
ü 汎⽤性
ü 関連性
ü 具体性
ü 明瞭性
• 就労場⾯鱰適当鱭考鱍鲎
鲑鲐Can�do鲗各⾔語活動
鱐鲎、7鱩鱳鳤鳑鳣鱬概
鱲１鱩鱟鱩選定

• 就労場⾯鱰想定鱚鲑鲐場
⾯設定鱬記述鲗調整

「就労 Can�do案」鲗作成

就労 Can�do案鲗使鱨鱤
企業鱳鳃鱅鲲調査鱳実施

• 外国⼈財鲗雇⽤鱜鱫鱉鲐企
業鱳⼈事採⽤担当者鲉、外
国⼈従業員鱰直接指導鲗
⾏鱨鱫鱉鲐⽅(n=69)鱰、
49項⽬鱳就労 Can�do案鱰
鱩鱉鱫、雇⽤鱜鱫鱉鲐外国
⼈材鱳⽇本後能⼒鱳実際鱭
期待鲗5段階鱬回答鲗求鲆
鱤

• 15社鱳企業鱳⽅鱽鱳鳊鲚鳢
鳫鲨調査

• 調査結果鲗分析鱜鱤
鲿鱅鲷鲗鲇鱭鱰、就
労Can�do鲗使⽤鱞鲐
⼈鱑、鳤鳑鳣鱳差鲗
理解鱬鱒鲐鱘鱭鲉、
外国⼈従業員鱳就労
現場鱳鲫鳫鲾鲧鲱鳀
鱰合鱋記述⽂鱬鱇鲐
鱐鱮鱋鱐鲗確認鱜鱫、
調整鱑必要鱯項⽬鲉
鳤鳑鳣鲗特定鱜修正



3. 鲢鳫鳡鲜鳫「就労 Can�do」鱳検討過程
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5. 就労 Can do リスト（めやす）について 
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step１．Can do
取り出し

step２．Can doの
分析と選定、そして
就労場面用に記述文
を調整

step３．企業調査
step４．就労Can
doの調整

• 「鲢鳫鳡鲜鳫鱬鱳会
話鱭鲿鲛鲱鲣鲻鲯鳟
鳫」「明確鱯⽬標鲗
設定鱜鱤取引鱭共同
作業」鱳A1鱐鲎B2
鲃鱬鱳鳤鳑鳣鱳全鱫
鱳Can�do鲗取鲏出鱜

• 取鲏出鱜鱤Can�do鲗５鱩鱳観点
鱐鲎分析

ü 鳤鳑鳣性
ü 汎⽤性
ü 関連性
ü 具体性
ü 明瞭性
• 就労場⾯鱰適当鱭考鱍鲎鲑鲐

Can�do鲗各⾔語活動鱐鲎、7鱩
鱳鳤鳑鳣鱬概鱲１鱩鱟鱩選定

• 就労場⾯鱰想定鱚鲑鲐場⾯設定
鱬記述鲗調整

★「鲢鳫鳡鲜鳫鱬鱳会話鱭鲿鲛鲱鲣
鲯鳟鳫」鱳Can�do鲗主鱰使⽤
★CEFR-CV鱳記述鲗鱇鲃鲏変更鱠
鱟鱰利⽤

「就労 Can�do案」鲗作成

就労 Can�do案鲗使鱨鱤
企業鱳鳃鱅鲲調査鱳実施

• 外国⼈財鲗雇⽤鱜鱫鱉鲐企
業鱳⼈事採⽤担当者鲉、外
国⼈従業員鱰直接指導鲗
⾏鱨鱫鱉鲐⽅(n=69)鱰、
49項⽬鱳就労 Can�do案鱰
鱩鱉鱫、雇⽤鱜鱫鱉鲐外国
⼈材鱳⽇本後能⼒鱳実際鱭
期待鲗5段階鱬回答鲗求鲆
鱤

• 15社鱳企業鱳⽅鱽鱳鳊鲚鳢
鳫鲨調査

• 調査結果鲗分析鱜鱤
鲿鱅鲷鲗鲇鱭鱰、就労
Can�do鲗使⽤鱞鲐⼈鱑、
鳤鳑鳣鱳差鲗理解鱬鱒
鲐鱘鱭鲉、外国⼈従業
員鱳就労現場鱳鲫鳫鲾
鲧鲱鳀鱰合鱋記述⽂鱬
鱇鲐鱐鱮鱋鱐鲗確認鱜
鱫、調整鱑必要鱯項⽬
鲉鳤鳑鳣鲗特定鱜修正

★統計的鱰鳤鳑鳣差鱑出鱯
鱐鱨鱤鱤鲆、記述⽂鱳⼤幅
鱯⾒直鱜



就労Can�do鱳構造
場所鲉関鲔鲐⼈： ⾔語活動鲗⾏鱋鱤鲆鱳条件； 対象鱭鱯鲐事物 ＋ ⾏動（鱬鱒鲐鱘鱭）

就労 Can�do鳢鲱鳀（鲆鲉鱞）「鲢鳫鳡鲜鳫」
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就労 Can do リスト（めやす） 
言語活動 レベル 就労 Can do 

書くこと A1 
自分ÿ名前や所属などÿ基本的な事柄や、あいさつなどÿ定型表現なら
ā；平仮名といくつかÿカタカナ、漢字を使って、書くことができる。 

書くこと A2.1 
日常的な仕事中ÿ事柄ならā；平仮名やカタカナ、いくつかÿ漢字を使
い短い文をつなげて、簡単なメモや、ごく簡単な文を書くことができ
る。 

書くこと A2.2 

日々ÿ業務など広く自身と関わりÿある事柄ならā；必要な漢字を使っ
て日誌や作業記録を時系列で書くことができる。そÿ際に、順序を示す
接続詞（まず、次に、それから等）や接続表現（ÿで、から、が等」を
使ったりして、簡単な文を書くことができる。 

書くこと B1.1 
日々ÿ業務など広く自身と関わりÿある事柄ならā；平仮名、カタカ
ナ、漢字を使い分けて、標準的な形式を模倣しながら、短い報告文やメ
ール文を書くことができる。 

書くこと B1.2 
担当領域ÿ事柄についてならā；表記上ÿルールに留意して、自身ÿ調
べた情報や事実を、意見を交えながら整理して報告することができる。 

書くこと B2.1 
担当領域に関する事柄ならā；詳細に書くことができる。自身ÿ考えÿ
根拠を示しながら説明する文章を書くことができる。 

書くこと B2.2 
専門領域に関する事柄ならā；伝えたい、あるいĀ主張したい重要な点
と補足事項ÿバランスを適切に考慮し、読み手が理解しやすいメール、
レポート、プレゼン資料等を書くことができる。 

オンライン A1 
翻訳機能に頼りながらも、とても短い文で簡単なメッセージや個人的な
ことをオンラインに投稿することができる。（例：メッセージアプリで
業務開始、遅刻や欠席ÿ連絡ができる） 

オンライン A2.1 
翻訳機能に頼ることがあるが、ビジネスチャット等で：日常ÿやりとり
であれā；簡単なやりとりを行うことができる（例：連絡事項を確認し
て返信する）。 

オンライン A2.2 
1対 1ÿオンライン会議で：回答するÿに十分な時間が与えてもらえれ
ā；自分自身を紹介し、簡単なやりとりを行い、質問をしたり、予測可
能な日常ÿトピックについてアイデアを交換したりすることができる。 

オンライン B1.1 
社内ÿ小グループÿオンライン会議で：視覚的な補助や対話者ÿきめ細
かい支援があれā；やりとりに加わることができる。 

オンライン B1.2 
プロジェクトチームÿオンライン会議で：参加し、簡単な指示に従い、
わからないことĀ聞いて、担当業務を遂行することができる。 

オンライン B2.1 

オンライン会議で：積極的に参加し、関心ÿあるトピックに関する意見
があるときĀ、そÿ場で会話に入り、ある程度述べることができる。た
だし、対話者が慣用表現や複雑な言葉を避け、回答する時間を確保する
必要がある。 

オンライン B2.2 
オンライン会議で：積極的に参加し、同時にチャットÿやりとりも見な
がら状況・背景を踏まえて、適切に対応することができる。 
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x オンライン 

o 言語活動について 
就労場面における「オンライン」とは、機器や通信回線を通じてコミュニケーションをとりながら何かを
⽣み出したり、協働で作業したりすることです。その方法の 1 つは、チャット等で文字情報を使って
連絡をしたり、やりとりをしたりすることです。もう 1 つは、画面の向こうにいる一⼈かそれ以上の相
手と「話すこと」と「聞くこと」の活動を行うことですが、同時に文字情報を使う場合もあります。 

o 就労場面での例 
勤務に関する連絡（業務開始、遅刻、急な休み等）をする、連絡事項について簡単なやりとり
（確認メッセージ）をする、個⼈やグループでミーティングを行う、オンライン会議をしながらチャット
も使ってやりとりをする、協働作業をする、等があります。 

o 就労 Can do（言語能力記述文）の特徴 
基礎段階では「投稿する」、「簡単なやりとりを行う」、1対 1 のオンライン会議で「簡単なやりとり」
をすることができます。自立した言語使用者の段階では「小グループのオンライン会議」で「やりとり
に加わる」、「チームのオンライン会議」に「参加」し、「簡単な指示」をうけて「業務を遂行」すること
ができるようになります。もう少し進むと、「積極的に参加し」「その場で会話に入り、ある程度述べ
る」ことができるようになり、さらには「チャットのやりとりも見ながら」「適切に対応する」ことができるよ
うになります。 

o 配慮すること（相手の日本語話者が気をつけること） 
翻訳機能を使うことはもちろんですが、はじめはしっかり準備すること、十分な時間を確保するこ
と、関わる⼈や⼈数を限定すること、イラストや写真やグラフなどの視覚的な補助を使って資料を
共有すること、きめ細かい支援をすること、難しい言葉や複雑な表現の使用を避けること、などが
あります。 

オンラインによるやりとりは、表情から聞き手（画面の向こうの相手）の理解の状況がつかみにくか
ったり、準備していない状況での発話や文字でのやりとりは誤解を⽣じさせやすく訂正が難しかった
りする場合があることが考えられます。オンライン会議等では、参加中に必要な助けを求める行動
を起こせること、必要なタイミングで声を出せることが重要になります。対面でのやりとり以上に、パ
ソコン越しに、外国⼈従業員の様子に気を配り、応答に時間がかかる場合があることを認識して
待つ姿勢や、より丁寧に話をし、理解の度合いを確認しながら会議等を進める支援ができます。 
 
  



4. 仲介（橋渡鱜）「就労 Can�do」鱳検討過程

16

 
本編 
就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツールについて 

 

  20 

5. 就労 Can do リスト（めやす）について 

o 就労 Can do13は、こうして生まれました。 

図 4 

 

step１．Can do取り出し 

CEFR と JF スタンダード14より、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと（やりとり）」、「話すこと（発
表）」、「書くこと」、CEFR補遺版15より「オンライン」と「仲介」の、７つの言語活動の Can do を取
り出しました。 

step２．Can doの分析と選定、そして就労場面用に記述文を調整 

取り出した Can do について、５つの観点（※）から分析を行いました。就労場面に適当と考えら
れる Can do を各言語活動から、７つのレベルで概ね１つずつ選定しました。そして、就労現場に想
定される場面設定で記述の調整を行い、就労 Can do案を作成しました。 

※レベル性（レベルの特徴がわかりやすく示されているか）、汎用性（業種・職種に限らず必要なものである
かどうか）、関連性（想定した利用者像の仕事内容に関連したものであるかどうか）、具体性（タスクが具
体的かどうか）、明瞭性（記述内容がわかりやすいかどうか） 

  

                                     
13 本ツールでは日本語教育の参照枠に倣い、「Can do」と表記します。「JF日本語教育スタンダード」（独立行政法⼈国
際交流基金）の「Can-do」、  「外国語教育における「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標設定に関する検討会議」
（文部科学省，2012）など、Can do にもいくつかの表記があります。 
14 [独立行政法⼈国際交流基金 日本語国際センター] https://jfstandard.jp/ 
15 [欧州評議会,2018] https://rm.coe.int/cefr-companion-volume-with-new-descriptors-

2018/1680787989 

step１．Can do
取り出し

step２．Can doの
分析と選定、そして
就労場面用に記述文
を調整

step３．企業調査
step４．就労Can
doの調整

• 鲾鲥鲱鳀鱳仲介（7鲣鲾鲬
鳢鱅）、概念鱳仲介（４鲣鲾
鲬鳢鱅）、鲫鳗鳝鳃鲩鱅鲯鳟
鳫鱳仲介（3鲣鲾鲬鳢鱅）鱳
全鱫鱳鲣鲾鲬鳢鱅鱳A1鱐鲎
B2鲃鱬鱳鳤鳑鳣鱳全鱫鱳Can�
do鲗取鲏出鱜

• 取鲏出鱜鱤Can�do鲗５鱩鱳観点
鱐鲎分析

ü 鳤鳑鳣性
ü 汎⽤性
ü 関連性
ü 具体性
ü 明瞭性
• 就労場⾯鱰適当鱭考鱍鲎鲑鲐

Can�do鲗各⾔語活動鱐鲎、7鱩
鱳鳤鳑鳣鱬概鱲１鱩鱟鱩選定

• 就労場⾯鱰想定鱚鲑鲐場⾯設定
鱬記述鲗調整

★A１鱴除外
★A2鱴鲫鳗鳝鳃鲩鱅鲯鳟鳫鱳仲介
鱳「打鱦解鱖鱤状況鱬仲介⼈鱭鱜鱫
鱺鲐鲃鱋（友⼈鲉同僚鱯鱮）」鱳鲣
鲾鲬鳢鱅、B1・B2鱴概念鱳仲介
「仲間鱭鱳協働鲗円滑鱰進鲆鲐」鱳
鲣鲾鲬鳢鱅鱐鲎選択
「就労 Can�do案」鲗作成

就労 Can�do案鲗使鱨鱤
企業鱳鳃鱅鲲調査鱳実施

• 外国⼈財鲗雇⽤鱜鱫鱉鲐企
業鱳⼈事採⽤担当者鲉、外
国⼈従業員鱰直接指導鲗
⾏鱨鱫鱉鲐⽅(n=69)鱰、
49項⽬鱳就労 Can�do案鱰
鱩鱉鱫、雇⽤鱜鱫鱉鲐外国
⼈材鱳⽇本後能⼒鱳実際鱭
期待鲗5段階鱬回答鲗求鲆
鱤

• 15社鱳企業鱳⽅鱽鱳鳊鲚鳢
鳫鲨調査

• 調査結果鲗分析鱜鱤鲿鱅鲷鲗
鲇鱭鱰、就労Can�do鲗使⽤鱞
鲐⼈鱑、鳤鳑鳣鱳差鲗理解鱬
鱒鲐鱘鱭鲉、外国⼈従業員鱳
就労現場鱳鲫鳫鲾鲧鲱鳀鱰合
鱋記述⽂鱬鱇鲐鱐鱮鱋鱐鲗確
認鱜鱫、調整鱑必要鱯項⽬鲉
鳤鳑鳣鲗特定鱜修正

★記述鱑抽象的鱬、就労場⾯鲗鲜
鳙鱅鲰鱞鲐鱳鱑難鱜鱐鱨鱤鱤鲆、
場⾯鲗限定鱞鲐鱘鱭鱭鱜鱤
★記述⽂鱳鳤鳑鳣鱳差鱑鲔鱐鲏鱰
鱔鱉鱤鲆、場⾯鲗限定鱜鱫鳤鳑鳣
差鲗明確鱰鱜鱤
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17

 
本編 
就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツールについて 

 

  16 

就労 Can do リスト（めやす） 
言語活動 レベル 就労 Can do 

仲介（橋渡し） A1 該当なし 

仲介（橋渡し） A2.1 

日常業務に関連する事柄で、（ゆっくりと）明瞭に簡単な表現で示され
ていれā；自身よりも日本語が熟達していない同僚や相手に、与えられ
た指示や案内（例：仕事ÿ手順変更ÿお知らせ等）ÿ内容を、母語や相
手にわかる言葉で伝えることができる。 

仲介（橋渡し） A2.2 

日常業務に関連する事柄で、短くて単純な文章で書かれていれā；自身
よりも日本語が熟達していない同僚や相手に、張り紙や通知に含まれる
特定ÿ情報（例：安全手順、メール等に記載されている会議ÿ場所や日
付）を、母語や相手にわかる言葉で伝えることができる。 
 
明確でわかりやすく話されれā；自身よりも日本語が熟達していない同
僚や相手に、重要な部分（例：作業手順）を母語や相手にわかる言葉で
伝えることができる。ただし、日本語話者に対して、何度も聞き返した
り、言い直しを求めることがある。 

仲介（橋渡し） B1.1 

日常業務に関連する事柄で、簡単で短い文書や説明であれā；自身より
も日本語が熟達していない同僚や相手に、そÿ情報を母語や相手にわか
る言葉で伝えることができる。 
 
標準的な日本語でゆっくりと話してもらえれā；自身よりも日本語が熟
達していない同僚や相手に、聞き返したり、長く考える時間をとりなが
ら、母語や相手にわかる言葉で伝えることができる。 

仲介（橋渡し） B1.2 

担当領域に関連する事柄で、日常的で定型的な文書（作業指示書・操作
マニュアル等）であれā；自身よりも日本語が熟達していない同僚や相
手に、そÿ内容を母語や相手にわかる言葉で伝えることができる。 
 
想定しうる簡潔な内容（電話応対・口頭でÿ業務指示等）ÿ事柄で、標
準的な日本語でĀっきりと話してもらえれā；自身よりも日本語が熟達
していない同僚や相手に、主な内容を素早く、母語や相手にわかる言葉
で伝えることができる。 

仲介（橋渡し） B2.1 

担当領域に関する事柄で、簡潔にまとめられた文書（会議ÿ議事録等）
であれā；自身よりも日本語が熟達していない同僚や相手に、そÿまま
正確に母語や相手にわかる言葉で伝えることができる。 
 
前もって準備していない少し複雑な話題であっても日本語話者が短く切
って話してくれれā；自身よりも日本語が熟達していない同僚や相手
に、そÿ都度内容を的確に母語や相手にわかる言葉で伝えることができ
る。 

仲介（橋渡し） B2.2 

専門領域に関する事柄で、高度な内容ÿ文書であってもわかりやすい構
成であれā；自身よりも日本語が熟達していない同僚や相手に、内容を
要約して母語や相手にわかる言葉で伝えることができる。 
 
日本語と母語で行われる会議において、双方ÿ社会文化的な背景も時に
Ā加味しながら、二言語間ÿ通訳をすることができる。 

⽂書鲃鱤鱴⼝頭
↓

⺟語鲃鱤鱴相⼿鱑分
鱐鲐⾔葉鱬伝鱍鲐鱘
鱭鱑鱬鱒鲐
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x 仲介16（橋渡し） 

o 言語活動について 
就労場面における「仲介（橋渡し）」とは、企業内で、まだ日本語に慣れていない同僚に対し
て、仕事や職場、寮⽣活等に関することの理解や行動を助けるために、読んだり聞いたりして得ら
れる情報を母語や相手にわかる言葉で伝えることです。いわば、日本国内の企業において、チー
ムで仕事をするための仲介行動です。 

o 就労場面での例 
簡単な指示や案内、張り紙や通知に含まれる主な情報（安全手順、会議の日時・場所）、業
務に関する説明（文書または口頭）、作業指示書やマニュアルの内容、あらかじめ想定できるよ
うな電話の内容、会議の議事録、会議のやりとり等について、まだ日本語に慣れていない同僚に
母語や相手にわかる言葉で伝える、ということなどが考えられます。 

o 就労 Can do（言語能力記述文）の特徴 
どの段階でも「母語または相手にわかる言葉で伝えることができる」と表されていますが、レベル
B2.2 では「二言語間の通訳をすること」もできます。 

o 配慮すること（相手の日本語話者が気をつけること） 
口頭によるものと文書によるものを仲介する場合があります。基本的には「聞くこと」「読むこと」「話
すこと（やりとり）」と同じようなことを、レベルに合わせて行うことが仲介を担う外国⼈従業員の助
けになります。 

外国⼈従業員の日本語の熟達度に合わせて、あらかじめ社内の掲示物をやさしい日本語で作
成したり、文書はできるだけ同じフォームで作成して重要な内容を一目で読み取りやすくしたりする
などの工夫が考えられます。また、外国⼈従業員の仲介によって別の従業員に説明を依頼する
際には、例えば、指示したい言葉だけをゆっくり話すというのではなく、その内容について文化的背
景が影響して受け入れられない様子はないかなど、日本語話者が聞き手である外国⼈従業員の
反応を捉えながら、状況に応じてよりわかりやすい説明を加えたうえで仲介してもらうという配慮を
することもできます。 

 
  

                                     
16 CEFR の「仲介」という概念については、原著を参照のこと。本ツール（令和 2年度作成）の「仲介（橋渡し）」を設定す
るに際しては、CEFR の概念をヒントにしつつ、日本企業の就労場面における日本語能力の目標設定ツールであることに焦点
を当てて仲介の範囲を決定した。 



5. 鲃鱭鲆
• 鲢鳫鳡鲜鳫鱰鲍鲐鲫鳗鳝鳃鲩鱅鲯鳟鳫鱴多岐鱰渡鲏、情報検索、
鲹鳛鲻鳀、鳙鱅鳣、鲢鳫鳡鲜鳫会議鱯鱮、聞鱔、読鲅、話鱞（鲉鲏鱭
鲏）、話鱞（発表・報告）、書鱔鱘鱭、仲介、全鱫鱳⾔語活動鱑含鲃
鲑鲐。CEFR-CV鱬鱴、２鱩鱳鲣鲾鲬鳢鱅「鲢鳫鳡鲜鳫鱬鱳会話鱭鲿鲛
鲱鲣鲻鲯鳟鳫 Online�conversation�and�discussion」鱭「明確鱯⽬標
鲗設定鱜鱤取引鱭協同作業 Goal-oriented�online�transaction�and�
collaboration」鱳能⼒記述⽂鱑提供鱚鲑鱫鱉鲐鱑、鲢鳫鳡鲜鳫鲼鱅鳣
鲗使⽤鱞鲐⽬的鲉場⾯鲉状況鱭鱢鱳鳤鳑鳣鱬鱬鱒鲐鱘鱭鱳整理鱑必要
鱬鱇鲐。
• 仲介鱳⾔語活動鱴、３鱩鱳仲介（鲾鲥鲱鳀・概念・鲫鳗鳝鳃鲩鱅鲯鳟
鳫）鱰分鱐鲑鱫鱏鲏、鱢鲑鱣鲑鱳鲣鲾鲬鳢鱅数（全部鱬14鲣鲾鲬
鳢鱅）鲇⾮常鱰多鱉。就労 Can�do鱬鱴場⾯鲗限定鱞鲐鱘鱭鱬、鳤鳑鳣
差鲗明確鱰鱞鲐鱭鱭鲇鱰記述鲗具体化鱜鱤鱑、CEFR-CV鱬提⽰鱚鲑
鱫鱉鲐鲣鲾鲬鳢鱅鱭、⾔語使⽤場⾯鲉鳤鳑鳣鱳特徴鲗整理鱞鲐必要鱑
鱇鲐。
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